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第3回 旭川駅周辺かわまちづくり計画
推進WG

説明資料

令和６年１１月２１日

資料1
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（１）前回WGの振り返り
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第2回推進WGの概要

【開催日及び開催場所】令和6年9月3日（火）18:00～20:00
旭川市役所 総合庁舎7階 大会議室B

【議事】各事業の報告・令和6年度重点活動方針の状況・施設設計・今後のスケジュール等について

出席委員名簿（敬称略、五十音順）

氏 名 所 属 等

荒屋 清美 旭川サイクリング協会

大黒 善也 （公財）旭川市公園緑地協会

荻野 雄斗 （一社）大雪カムイミンタラDMO

億貞 拓磨 Field of Dreams

小原 広士 北海道教育大学付属旭川小学校

川辺 英行 旭川市科学館

佐藤 勉（座長） ミズベリング旭川

鈴川 雄太 （一社）旭川観光コンベンション協会

寺島 一男 大雪と石狩の自然を守る会

馬場 仁志 北海道カヌー協会

オブザーバー

旭川商工会議所

（一社）旭川青年会議所

旭川市土木部土木総務課

旭川市土木部公園みどり課

旭川市学校教育部教育指導課

事務局
旭川市地域振興部地域振興課

旭川開発建設部治水課・旭川河川事務所

議題 主な意見

施
設
設
計

・忠別川の澪筋が変わらないようにするための検討をし
てほしい。

・水制工を張り出すことでワンドが形成され柔らかな流
れができるので、ボートが出し入れしやすいと思う。

・ある程度今あるヤナギ等を伐採して少しでも昔のよう
なイメージになればいいと思う。

・環境調査、事前調査、整備上の要因・課題をきちんと
整理する必要がある。

・局所的に整備するのではなく、川全体の上流から下流
への流れも見ながら検討してほしい。

そ
の
他

・イベント告知のチラシに旭川駅周辺かわまちづくりの
マークを入れていくなどをしてはどうか。

・JR旭川駅裏でも他の場所でもSUP等の一般利用がで
きるような環境があればいい。

・釣り団体に本WGに参加してもらうのはどうか。

WGでの主な意見
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（２）施設設計について
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親水施設等の整備方針について

これまでの「旭川駅周辺かわまちづくり計画推進WG」において、忠別川・牛朱別川で親水広場等の利活用
や整備面の課題に対する方策等が議論されてきており、以下に「かわまちづくりにおける施設整備の方針等」
について整理する。（※かわまちづくり計画の事業実施期間は「令和6年度～令和10年度までの5年間」。）

① 親水施設等の整備箇所（4箇所）

② 各箇所の主な利活用方策と整備方策

整備箇所 利活用方策 整備方策

旭川駅南口
（忠別川右岸側）

ラフティングやカヌーによる川下りなど 親水広場の整備
（水辺の空間創出）

神楽岡公園
（忠別川左岸側）

ラフティングやカヌーによる川下りなど 親水広場の整備
（水辺の空間創出）

ツインハープ橋上流
（忠別川右岸側）

ラフティングやカヌーによる川下りなど 親水広場・取付道路の整備
（水辺の空間創出・水辺へのアクセス性向上）

牛朱別川左岸
（牛朱別川左岸側）

サイクリング・フットパスコースの設定や
サイクリング・ランニング大会の実施など

側帯の整備
（駐輪・休憩スペースの確保）

（１）旭川駅南口

（２）神楽岡公園

（３）ツインハープ橋上流

（４）牛朱別川左岸

JR旭川駅

← 石狩川

JR新旭川駅

JR旭川駅

神楽岡公園

忠別川取水堰

ツインハープ橋

緑東大橋大正橋

氷点橋クリスタル橋

忠別橋

新神楽橋

旧神楽橋

← 忠別川

境橋

旭橋

新橋

中央橋
「かわまちづくりにおける親水施設等の整備箇所」は下記の通り4箇所となる。
（１）旭川駅南口 （２）神楽岡公園
（３）ツインハープ橋上流 （４）牛朱別川左岸 ※（1）～（3）は忠別川。
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①旭川駅南側
（親水広場設計）

②神楽岡公園
（親水広場設計）

③ツインハープ橋上流
（親水広場・取付道路設計）

側帯

親水施設等の設計箇所イメージ図 （当初パース図）

④牛朱別川
（側帯設計）

当該パース図をもとに、今回のWGでは「②神楽岡公園箇所」及び「④牛朱別川左岸箇所」の施設整備内容
を重点的に、検討結果等を説明いたします（※①・③箇所は概要説明とし、次回WGで詳細内容を説明する）。
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① 神楽岡公園箇所
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神楽岡公園 親水広場の整備について （1）

親水広場（施設）整備箇所のうち、神楽岡公園箇所については、以下の方針をもとに検討・整備する。

コンセプト（目的） 課題等 対策等

ラフティングやカヌー等のアクティビ
ティを活用した川下り等ができるよう、
左岸側に隣接する神楽岡公園の駐車場を
活用した親水広場を整備する

・水際まで樹林帯（主にヤナギ林）
・対象箇所が水衝部（安全性が懸念）

※水深が深く、流速も大きい

・整備範囲の樹林帯は間引き伐採する
→ 木陰の創出（※樹木調査後に伐採）

・右岸側の河道整正（掘削）を行う
→ 流速・水深を下げ、安全性の向上

・左岸側を緩傾斜整正（掘削）する
→ 多様な利活用の実現
（水辺で川との触れ合い空間を創出）

表 1-1 神楽岡公園箇所の親水施設整備方針

① 親水広場の整備範囲
神楽岡公園箇所における親水広場の整備範囲は、忠別川の流況や現況構造物（水制工）の設置状況等より、

左岸側の現況水制工群を活用し、現況水制工の下流側「SP4880～SP4960（L=80ｍ）」とする。
※現況の水制工群より上流側は淵（深み）の影響が大きいため、安全な利用ができない恐れがある。

現況水制工群

◆親水広場整備範囲

・SP4880付近～SP4960付近左岸側

L＝ 80ｍ程度

【神楽岡公園（駐車場）】

現況水制工（下流端部：ａ部）

※広がりを活用

※現況水制工

ａ部左岸側の樹林帯

※樹林帯
（間引き伐採）

※水衝部

水制現況工
（下流端）
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神楽岡公園 親水広場の整備について （2）

① 河道整正（右岸側）の範囲設定

かわまちづくりの利活用で想定しているラフティングやカヌー等のアクティビティが安全に利用できるよう、現在水衝部である
左岸側の流速や水深を下げて右岸寄りの流向とするため、右岸側の砂州部「SP4900 ～ SP5080（L=180ｍ程度）」を、河道
整正範囲に設定する。なお、親水広場下流側で樹林化している左岸側の砂州部についても、河道整正することを考えている。

② 緩傾斜整正（左岸側）の範囲設定

左岸側の緩傾斜整正範囲は、整備する親水広場となるため、前頁より「SP4880～SP4960（L=80ｍ程度）」とする。

② 河道整正（右岸側）・ 緩傾斜整正（左岸側）範囲

◆左岸側 緩傾斜整正範囲

・SP4880～SP4960（L）

L＝ 80ｍ程度
【神楽岡公園（駐車場）】

◆右岸側 河道整正範囲

・SP4900～SP5080（R）

L＝ 180ｍ程度

現
況
水
制
工

◆左岸側 河道整正【計画】範囲

・SP4740～SP4880（L）

L＝ 140ｍ程度
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神楽岡公園 親水広場の整備について （3）

③ 河道整正（右岸側）及び緩傾斜整正（左岸側）断面の設定

① 河道整正（右岸側）の断面設定

●「忠別川多自然川づくり」で実施中の河道整正と、高さや幅等の考え方（条件）について整合を図る。

【忠別川多自然川づくりにおける河道整備条件】

・河道整正敷幅：現況河道解析により定めた 維持可能な幅 W=50m に設定する。

・河道整正敷高：現況河道における 平水位を基準とした包絡線 として設定。

●掘削敷高は維持管理面を考慮し、樹林化しない（冠水する）高さで、サケ・サクラマスの産卵環境創出が図れる高さとする。

●ラフティング等のアクティビティ利用を考慮し、必要水深（最低30cm程度）以上を確保する。

② 緩傾斜整正（左岸側）の断面設定

●水際部は、ボート類の乗降が安全にできるよう3m程度の平場（砂利敷均し）を設け、神楽岡公園駐車場の舗装止縁石まで
現地盤なりに整正する。また、当該範囲は多様な利活用を考慮し、シート系（ジオテキスタイル等）を用いて緑化を図る。

●整正範囲内に既存する樹木（主にヤナギ林）は、緩傾斜整正に伴い一部を残して間引き伐採（木陰を創出）する。

◆代表断面図

◆河道整正敷幅

整備条件に基づき「50ｍ」に設定

◆河道整正敷高①（河道整正全区間）

整備条件に基づき「平水位程度」に設定

◆河道整正敷高②（親水広場整備区間のみ）

右岸側へ流向・流心を寄せるため「現況河床高程度」に設定

（左岸側の流速緩和や礫河原の創出を図る）

◆緩傾斜整正敷高

水際の平場端部より「駐車場端部（舗装止縁石端部）
まで現地盤高程度」に設定（緑化を図る）

◆樹木：間引き伐採

平場

（3m程度：砂利敷均し）
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神楽岡公園 親水広場の整備について （4）

（１）融雪出水期の流量時（Q=25.32m3/s）

（２）ラフティング等想定活動期の流量時（Q=23.16m3/s）

④ 整備断面における水理検証結果 表．水理計算条件

※融雪出水期は、「3月～5月」に設定
※ラフティング等の活動期間は、既往実績（R6年度：7月・8月

実施）や魚類等の産卵・遡上時期を考慮し「6月～8月」を想定
ｈ= 44cm～52cm ≧ 30cm【OK】

親水広場

親水広場

ｈ= 21cm程度
（掘削範囲冠水）

◆水理検証結果より

・融雪出水期の流量時：
掘削範囲全体で20cm程度の水深が確保され、掘削面が裸地
とはならず 冠水する（＝樹林化抑制）

・ボート等活動期の流量時：
過去１０ヵ年平均流量をもとに検証した結果、ボート類の乗
降を行う左岸側（親水広場側）で、30cm以上の水深が確保
されるため、ボート類の利用面に影響は無い。

※ボート等の必要水深30cm以上：
「（社）日本ラフティング協会」及び
「日本レクリエーショナルカヌー協会」
からの聞き取り結果より

必
要

水
深

3
0

c
m

以
上

活動期の想定流量は
過去１０ヵ年日流量
の月平均流量で設定

融雪出水期の流量は
過去１０ヵ年日流量
の月最大流量で設定

SP=4940.00

SP=4940.00
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神楽岡公園 親水広場の整備について （5）

【神楽岡公園】

※現況

※整備後（計画）

※親水広場

●樹木（主にヤナギ）は間引き
伐採し、木陰を創出する

●緩傾斜整正範囲は芝を張る

※右岸側を河道整正（掘削）し、流水の
分散効果により左岸側の流速を緩和し
て水深を下げ、礫河原の創出を図る

※現況水衝部
（水深≒60～90cm程度）

【河道整正】

⑤ 親水広場整備イメージ図

※親水広場整備範囲 ※現況樹林帯
（左岸側：主にヤナギ林）

【神楽岡公園】
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② 牛朱別川左岸箇所
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牛朱別川左岸 側帯工詳細設計について （1）

① 側帯の整備規模
側帯は第１種～第３種の整備目的に応じて、下表に示すような整備規模が構造令において記載されている。

関係法令と自転車の駐輪、既存施設（下流側：階段工、上流側：樹木群）へ影響を与えない離隔、背後地の
活用状況（旭川市の雪堆積場）等より判断し、「幅５ｍ（最小幅）×延長４１ｍ（摺付区間を含む設置可能な
最大長）」の規模とする。

種別 高さ 幅

第１種 堤内地盤高と堤防高を考慮して設定
堤防または地盤の土質条件等の劣悪な場合は１０～２０ｍ、または当該地点
の計画堤防敷幅２０～３０％の長さ、その他の場合は５～１０ｍ

第２種
堤内地盤高と堤防高を考慮して設定す
るが、堤内地盤高～１ｍ以上の適切な
高さ

水防活動を考慮し、最小幅は５ｍ
通常第３種側帯の機能を兼ねるものであり、最大幅は２０ｍ

第３種
河川環境の整備と保全が主目的であり、
必ずしも盛土を必要としないが、盛土
することが望ましい

５ｍ以上で、堤防敷幅の２分の１とし、最大幅は２０ｍ

表 2-2 構造令における側帯の規模（高さと幅）

親水広場(施設)整備箇所のうち、牛朱別川左岸箇所については、以下の方針をもとに検討・整備する。

コンセプト（目的） 課題等 対策等

サイクリング利用者等が駐輪・休憩でき
るスペースとして、牛朱別川左岸築堤
（豊岡築堤）沿いの河川敷地に余裕があ
る箇所へ「側帯工」を整備する

・鉄塔、階段、河畔林により位置限定
・堤脚部の堤内水路（素掘水路）処理
・背後地の雪堆積場への影響

・側帯設置位置は階段側とする
→ 利便性を考慮

・堤内水路は切り替えを行う
→ 排水障害の防止

・最小幅で整備する
→ 背後地への影響低減

表 2-1 神楽岡公園箇所の親水施設整備方針
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牛朱別川左岸 側帯工詳細設計について （2）

◆法勾配
現況築堤に合わせ
「1:2.0」に設定

◆現況堤内排水
側帯工設置（腹付盛土）
に伴い「堤内側へ切替」
※排水縦断計画は現況

敷高程度に設定

◆側帯幅
第３種側帯の最小幅
「5.0ｍ」に設定
（天端は張芝敷設）
※舗装・路盤なし

◆現況堤内排水
側帯工設置（腹付盛土）
に伴い「堤内側へ切替」
※排水縦断計画は現況

敷高程度に設定

◆側帯幅
第３種側帯の最小幅
「5.0ｍ」に設定
（天端は張芝敷設）
※舗装・路盤なし

ａ部拡大図

ｂ部拡大図

ａ部
ｂ部

現況の階段工に影響を
与えず、堤内排水切替
が可能な位置で盛土を
摺り付ける

現況の排水桝手前
で切替排水を接続

※桝
※階段

背後地の樹木群に盛土
・堤内排水切替が影響
を与えない位置で摺付

※樹木群

◆側帯延長
既存施設等に影響を与えず
摺付区間を含む設置可能な
最大長「４１ｍ」に設定

※側帯工長 L= 5.50 ＋ 30.00 ＋ 5.50 = 41.00ｍ
（摺付区間）（幅５ｍ区間）（摺付区間）

※切替

サイクリング利用者等が駐輪・休憩できるスペースとして、牛朱別川左岸築堤（豊岡築堤）沿いの河川敷地
に余裕がある「SP2174.50～SP2215.50（41ｍ） ※SPは左岸築堤法線測点」に側帯を設置する。

② 側帯の設置位置
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牛朱別川左岸 側帯工詳細設計について （3）

③ 側帯工一般図
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牛朱別川左岸 側帯工詳細設計について （4）

※現況

※整備後【計画】（下流側より上流側（側帯）を望む） ※整備後【計画】（左岸背後地側より側帯を望む）

◆背後地の土地利用状況

・旭川市の「雪堆積場」として利用◆堤防法尻（堤脚部）

「堤内排水（素掘水路）あり」

◆側帯工整備
（B=5ｍ、L=41ｍ）

◆堤内排水を切り替え
（範囲：側帯周囲）

【雪堆積場】

※サイクリングコースの
「休憩場」として活用

（イベント時はテント等
の設置スペースに活用）

④ 側帯整備イメージ図

【雪堆積場】
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③ 旭川駅南口箇所
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旭川駅南口 親水広場の整備について （1）

親水広場(施設)整備箇所のうち、旭川駅南口箇所については、以下の方針をもとに検討・整備する。

コンセプト（目的） 課題等 対策等

ラフティングやカヌー等のアクティビ
ティを活用した川下り等や水辺で川と触
れ合う水遊びができる空間として、旭川
駅南口（駅裏：忠別川右岸側）に緩傾斜
路等による親水広場を整備する

・主流（流水域）が忠別川左岸側
・右岸側河岸まで土砂堆積と植生繁茂

（一部樹林化。右岸側に通水無し）
・洪水時（年最大流量時）の耐久性

・右岸側の河道整正（掘削）を行う
・整備範囲の植生等は抜根する

→ 右岸側への流水（通水）確保
・緩傾斜路で法面整備を行う

→ 多様な利活用の実現
（水辺で川との触れ合い空間を創出）

表 3-1 旭川駅南口箇所の親水施設整備方針

① 親水広場の整備範囲

旭川駅南口箇所における親水広場の整備範囲は、忠別川の流況及び背後地の土地利用状況や利活用面での利
便性等を考慮して「右岸側」を対象範囲とし、「SP220付近 ～ SP360付近（140ｍ程度）」に設定する。

※SP：右岸側護岸法線測点

◆親水広場（緩傾斜路）整備範囲

・SP220付近～SP360付近右岸側

L＝ 140ｍ程度

ＪＲ旭川駅

鏡池

ｂ部

ｂ部より下流側を望む

※右岸側
土砂堆積・植生繁茂

（通水無し）

ａ部

ａ部付近の流況

※左岸側
波打つ程の
速い流れ
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旭川駅南口 親水広場の整備について （2）

② 緩傾斜法面勾配の設定
親水広場として整備する緩傾斜法面勾配は、河道整正断面との兼ね合いもあるが、多様に利活用（座る、眺

める、散歩、ボート類の昇降等）ができるよう極力緩い勾配とし、以下の文献や他の事例等より「1：5.0」
に設定する。

出典：川の親水プランとデザイン（財団法人リバーフロント整備センター編） p.77～p.78

※景観性や他の事例を
参考に「1：5.0」
とする
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旭川駅南口 親水広場の整備について （3）

親水広場の法覆構造は、中小洪水（平均年最大流量相当の外力）に耐え得る『安全性』があり、且つ、北彩
都あさひかわ地区が景観計画重点区域に指定されているため「旭川市景観づくり基本計画（改訂版）」の景観
ゾーン取組例より“河川”のキーワード【水と緑の連なり】を考慮し、『緑化』が可能な構造形式を基本に、
多様な利活用を見据えて選定可能となり得る構造形式を、“７ケース程度”示す。

表 3-1 親水広場整備の法覆構造形式の選定候補（案）①

CASE １
（シート系）

ジオテキスタイル工

CASE ２
（石系）

自然石取付ネット工

CASE ３
（コンクリート系）
緑化型布製型枠工

CASE ４
（コンクリート系）
緑化型連結ブロック工

CASE ５
（コンクリート系）

緑化型大型連結ブロック工

概要図

形式概要
ビニロン繊維製ジオテ
キスタイルに植物根を
通根させる形式

ポリエステル繊維製基
盤シートに自然石を固
定した形式

高強度合成繊維使用の
特殊布製型枠と植生工
の組合せ形式

小型ブロックをユニッ
ト化した大型ブロック
形式

擬石を鋼線で連結した
大型ブロック形式

耐用流速 3m/s以下 5m/s以下 5m/s以下 5m/s以下 5m/s以下

景観性
（緑化）

緑化した景観
（緑化：◎）

自然植生で周囲に調和
（緑化：○）

緑化した景観
（緑化：◎）

植生繁茂で人工性軽減
（緑化：○）

植生繁茂で人工性軽減
（緑化：○）

安全性
（耐久性）

土壌の確実拘束と植物
根の通根で補強効果を
向上 （耐久性：△）

金属拡張アンカーと樹
脂注入併用で石材固定

（耐久性：○）

高密度・高強度のコン
クリート硬化体

（耐久性：◎）

コンリートブロックの
ため強固

（耐久性：◎）

コンリートブロックの
ため強固

（耐久性：◎）

施工性
人力施工で工期短縮不可

（施工性：△）

※水替え必要

機械・人力施工を併用
（施工性：△）
※水替え必要

人力だが省力化は可能
（施工性：○）
※水替え不要

機械施工で工期短縮可能
（施工性：◎）

※水替え必要

機械施工で工期短縮可能
（施工性：◎）

※水替え必要

※緑化タイプは、維持管理として定期的な除草（草刈り）が必要

③ 法覆構造形式の選定候補（案）
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旭川駅南口 親水広場の整備について （4）

表 3-2 親水広場整備の法覆構造形式の選定候補（案）②

CASE ６
（コンクリート系）

水密型階段ブロック工

CASE ７
（植生系）

張芝工

概要図

形式概要

人が安全に昇降できる
蹴上・踏み面を有し、
踏板は魚類へ適度な陰
影を与える水密性兼備
の階段ブロック形式

法面に切芝等を敷き並
べ、転圧を行い密着さ
せて法面の表面侵食防
止を図る形式

耐用流速 5m/s以下 2m/s以下

景観性
（緑化）

人工的な景観
（緑化：△）

緑化した景観
（緑化：◎）

安全性
（耐久性）

コンリートブロックの
ため強固

（耐久性：◎）
（耐久性：△）

施工性
機械施工で工期短縮可能

（施工性：◎）

※水替え必要

人力施工で工期短縮不可

（施工性：△）

※水替え必要

CASE １
（シート系）

ジオテキスタイル工

CASE ６
（コンクリート系）

水密型階段ブロック工

概要図

形式概要
ビニロン繊維製ジオテ
キスタイルに植物根を
通根させる形式

人が安全に昇降できる
蹴上・踏み面を有し、
踏板は魚類へ適度な陰
影を与える水密性兼備
の階段ブロック形式

耐用流速 3m/s以下 5m/s以下

景観性
（緑化）

緑化した景観
（緑化：◎）

人工的な景観
（緑化：△）

安全性
（耐久性）

土壌の確実拘束と植物
根の通根で補強効果を
向上 （耐久性：△）

コンリートブロックの
ため強固

（耐久性：◎）

施工性
人力施工で工期短縮不可

（施工性：△）

※水替え必要

機械施工で工期短縮可能
（施工性：◎）

※水替え必要

表 3-3 親水広場への提案形式

◆親水広場への提案形式選定理由

・平均年最大流量時の流速（V=2.0m/s程度）に対し「耐久性がある」
・CASE 1は、景観的に「緑化が可能」な形式である
・CASE 6は、水密タイプのため、草刈り等の「維持管理が不要」で

維持管理面の軽減が図れる。また、水辺に近づきやすく、階段に座
して眺望ができるなど、「多様な利活用が期待できる」

※１形式での全面整備も良いが
両形式の複合型を提案する。

①下部は水位の影響高さまで
階段ブロックを設置する

②上部は河岸高まで緑化する
（張芝・シート系緑化等）

①

②
（旭川駅）
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旭川駅南口 親水広場の整備について （5）

【全国他河川でのかわまちづくり親水施設の整備事例】

※最上川水系 最上川（山形県河北町）
河北町かわまちづくり

※釧路川水系 釧路川（北海道弟子屈町）
弟子屈地区かわまちづくり

※那珂川水系 那珂川（茨城県城里町）
かつら地区かわまちづくり

※淀川水系 寝屋川（大阪府寝屋川市）
寝屋川市かわまちづくり

緩傾斜法面：芝系
水際：石系 法面・水際：ブロック（階段タイプ）

法面・水際：ブロック（階段タイプ） 法面・水際：石系（緑化タイプ）
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④ ツインハープ橋上流箇所
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ツインハープ橋上流 親水広場等の整備について （1）

親水広場(施設)整備箇所のうち、ツインハープ橋上流箇所については、以下の方針をもとに検討・整備する。

コンセプト（目的） 課題等 対策等

・ラフティングやカヌー等のアクティ
ビティを活用した川下り等や水辺で
川と触れ合う水遊びができる空間と
して、ツインハープ橋上流の右岸側
に緩傾斜路等による親水広場を整備
する

・ツインハープ橋上流右岸側の既設駐
車場に、観光等で利用されている大
型バスやラフティング等のアクティ
ビティを利用する車両等が乗り入れ
できるよう、既設の取付道路を拡幅
する

・水際まで樹林帯
・洪水時（年最大流量時）の耐久性
・流積阻害とならない断面形状
・自動車及び自転車走行時の安全性
・駐車場の必要スペース

・整備範囲の樹木は伐採する
・緩傾斜路で法面整備を行う

→ 多様な利活用の実現・景観性確保
（水辺で川との触れ合い空間を創出）

・取付道路を拡幅する
→ 安全性の確保・利便性の向上

・駐車場を拡張する
→ 出入・駐車帯・切返し範囲等の確保

表 4-1 ツインハープ橋上流箇所の親水施設整備方針

◆取付道路の拡幅可否検討方針

・かわまちづくりの利活用としてラフティングやカヌー等のアクティビティを想定していることから、昇降箇所（親水施設）
まで対象車両が現況取付道路（右岸側）を走行して進入するため、取付道路の拡幅については軌跡図を用いて検討を行い
安全面を考慮した拡幅要否を決定する。

・軌跡図を用いた検討（判定）にあたっては、平面形状だけではなく、縦断形状（前端・下部・後端干渉）も考慮した検討
とする。

・対象車両については、観光バスや牽引車両の走行が想定されることから、普通自動車（バス）及び連結車（セミトレーラ）
を選定して検討を行う。なお、連結車でセミトレーラを選定した理由は、忠別川における川下りの既往実績より、ボート
類をマイクロバス＋牽引車で運び込んだ事例があり、当該車両の長さが14ｍ程度であることから、それより長い16.5ｍ
となるセミトレーラを連結車両として選定した。
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ツインハープ橋上流 親水広場等の整備について （2）

① 親水広場等の整備対象範囲

ツインハープ橋上流箇所における親水広場及び取付道路の整備範囲は、下流側の忠別川河道整正断面形及び
高水敷内の駐車場位置や利活用面での利便性等を考慮して「右岸側」を対象範囲とし、親水広場の整備範囲を
「SP8500付近 ～ SP8560付近（60ｍ程度）」に設定し、取付道路の整備範囲は進入する車両及びサイク
リング利用者の安全性等に配慮し、「堤外側取付道路の斜路部（72ｍ程度）」を対象とする。

※親水広場SP：河道法線測点

◆親水広場（緩傾斜路）整備範囲

・SP8500付近～SP8560付近右岸側

L＝ 60ｍ程度

◆取付道路（拡幅）整備範囲

・右岸堤外側取付道路（斜路部）

L＝ 72ｍ程度
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ツインハープ橋上流 親水広場等の整備について （3）

② 取付道路の拡幅要否検討（車両軌跡図（連結車）による判定）

平面検討の結果、現況取付道路内に車両軌跡が収まらない
ことから、取付道路の拡幅が必要である。

◆検討結果 ※図中の通り、セミトレーラ

・設計車両 ：セミトレーラ連結車 連結車で平面検討した結果

・検討車線数 ：１車線（現況道路活用） 現況取付道路内に車両軌跡

・最小回転半径：12.0ｍ が収まらず概ね２ｍ超程度

の拡幅が必要

※ａ部

※ａ部拡大図

不足幅：赤枠範囲で２ｍ超程度
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ツインハープ橋上流 親水広場等の整備について （4）

③ 取付道路拡幅要否の検討結果（整備方針）

前述までの検討結果より、対象車両が普通自動車（バス：長さ12ｍ）の場合は拡幅不要となり、セミトレー
ラ連結車（長さ：16.5ｍ）の場合は拡幅が必要となる。

よって、当該箇所の現況取付道路は、連結車両の結果より堤外側（河道側）へ「拡幅する」ものとする。

なお、利用する現況取付道路は、堤内側（背後地側）・堤外側（河道側）の何れも堤防天端まで進入しない
と車両が近づいているか確認できないことから、利用時における自動車・自転車・歩行者等の安全面を考慮し、
取付道路斜路部（堤外側）を「2車線（B=4ｍ：１車線追加）に拡幅」する整備計画（方針）とする。

※現況取付道路の斜路部を
「2車線」となるように
１車線分拡幅する

（親水広場整備箇所）

※堤防天端部および高水敷部には
取付道路整備範囲より上下流部
（図中の●印）に「車止め柵」
を設置する

※現況取付道路斜路部を
堤外側に１車線分拡幅

標準断面図
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ツインハープ橋上流 親水広場等の整備について （5）

④ 現況高水敷内の駐車場拡張範囲

【現況高水敷における駐車場内での車両切返し可否】
・普通自動車（バス） ：現況の駐車場内で切返し可能
・連結車（セミトレーラ）：現況の駐車場内で切返し不可（上流側へ駐車場の拡張が必要）

よって、連結車の切返し可否結果より現況の駐車場は拡張するが、下流側は旭川市の公園占用範囲のため、
駐車場は上流側への拡張を基本とし、「連結車の切返しに必要な範囲（23ｍ程度）まで」とする。

※セミトレーラの場合

※バスの場合 ●現況駐車場内で
切返し【可能】

●現況駐車場内で
切返し【不可】

公園占用範囲

（旭川市）

※連結車の切返しに必要な２３ｍ程度
上流側に駐車場を拡張する

※舗装色が変わる公園占用境界まで５ｍ程度
下流側に駐車場を拡張する
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ツインハープ橋上流 親水広場等の整備について （6）

※整備後（計画）

※現況

※現状は、堤防天端まで進入しな
ければ、車両の接近有無がわか
らず、安全性の面で不安がある

※現地写真：堤外側高水敷から取付道路
（上流側）を望む

※堤内側が見えない
（車両進入の察知不可）

【右岸側堤内地】
【高水敷】

⑤ 取付道路拡幅（車両待避所）整備イメージ図

※現況取付道路斜路部の堤外側に
張り出す形で「1車線分拡幅」
し、２車線とすることで車両走
行時やサイクリング利用時等の
安全性を確保する

【右岸側堤内地】

【高水敷】

※バスや連結車（牽引車）等の出入・切返し・
駐車スペース確保を目的に、現況の駐車場範
囲を上流側の高水敷へ向け「拡張」する

※現況取付道路
（Ｗ＝ 4.0ｍ）
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ツインハープ橋上流サイクリングコースの視界について

カーブに近づくと、木の葉や
枝の隙間から奥が見えてくる

親水広場の設置範囲だけではなく
道路へ枝垂れている部分も視界を
向上させるため樹木伐採（剪定）
が必要

※対策前【現況】
（カーブ付近）

※現地視界①
（カーブ付近）

◆視界対策方針（整備方針）

・ラフティングやカヌー等のアクティビティ利用が想定され
ており、車両進入頻度も現状より増えることから、サイク
リングコースの変更は危険性の増加及び駐車場への影響が
出るため、視界対策は樹木伐採（枝木剪定）とする。 樹木伐採によりカーブへ

近づくと見通しは良い

※対策後【計画】
（カーブ付近）

※現地視界②
（上流側）

・数十メートル上流側
から下流側を見た際
木が道路側へ枝垂れ
ていて奥行が見通せ
ない（視界：悪い）

・下流側のカーブに近づく
と木の葉や枝の隙間から
奥が見えてくる

（視界：上流側よりは良い）

※樹木を伐採（剪定）して視界が開けても、堤防天端から斜路を
介して車両が進入する箇所のため、安全性に配慮し、図示する
「●印」付近に注意喚起の看板を設置する。



31

（３）各事業の報告
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令和6年度の事業について

事業名 事業内容 実施時期 実施主体 実施場所

サケの稚魚放流会 サケの生態説明，サケの稚魚放流 4/13
あさひかわ子どもの水辺協議会

（事務局:旭川市土木部公園みどり課）
旭橋付近

科学館クラブ（いきもの地球クラブ） ウグイ・フクドジョウなどの魚捕り 5/25，26 旭川市科学館 神楽橋付近

まちなかアクティビティinADW
北彩都ガーデン鏡池周辺でのアクティビティ（カヌー，SUP，乗馬，ツリーイング，

e-bikeレンタル，アロマスプレーづくりワークショップ等）
6/22, 23 大雪カムイミンタラDMO あさひかわ北彩都ガーデン

「あさひかわ子どもの水辺」親水体験イベント

『川に学ぼう』
川下り，安全講習，川の生き物観察，防災講座 6/29

あさひかわ子どもの水辺協議会

（事務局:旭川市土木部公園みどり課）
旭橋下流左岸広場

科学館クラブ（いきもの地球クラブ） 水生昆虫の観察 7/6，7 旭川市科学館 神楽橋付近

かわフェス 案額ステージ，飲食販売，水辺で乾杯 7/7 ミズベリング旭川 旭川駅南口（北彩都ガーデン）

水辺の生きもの観察 水生昆虫の観察 7/15 旭川市科学館 神楽橋～富良野線高架下

第２回100ｋｍサイクリング㏌旭川 川のまち旭川を走ろう，（忠別川，忠別ダム，永山新川，

石狩川，北彩都をめぐるサイクリング）
7/21 旭川サイクリング協会

旭川市総合防災センター敷地会場

（スタート＆ゴール）

サケ案内人養成講座 座学講座 8月 大雪と石狩の自然を守る会 神楽公民館他

「あさひかわ子どもの水辺」石ころアート体験 河原の石にペイント 8月中旬
あさひかわ子どもの水辺協議会

（事務局:旭川市土木部公園みどり課）
カムイの杜公園近くの伊野川（予定）

サケを迎える（カムイチュプノミ） 伝統儀式 9月 大雪と石狩の自然を守る会 旭川橋下流左岸（R５実施場所）

第16回旭川ハーフマラソン ハーフマラソン，10㎞コース，2.5㎞コースを実施 9/29 市 大雪アリーナ（スタート＆ゴール）

第32回全国川サミットin旭川
現地視察（北彩都ガーデン），全国川サミット連絡協議会総会，基調講演，首長

サミット，事例発表
10/18, 19 市 ＯＭＯ７旭川

サケのゆりかごづくり（人工産卵床づくり）・

発卵眼埋設
サケの産卵床づくり 11，12月 大雪と石狩の自然を守る会

北彩都歩くスキーコース 歩くスキーコースの設置 1月中旬～3月中旬 市 北彩都

科学館クラブ（いきもの地球クラブ） スノーシューで忠別川沿いを散策 2/15，16 旭川市科学館 神楽橋～富良野線高架下

冬の自然観察 スノーシューで忠別川沿いを散策 2/22 旭川市科学館 神楽橋～富良野線高架下

サケ出発式（カムイノミ） サケの稚魚放流 3月 大雪と石狩の自然を守る会 旭川橋下流左岸（R５実施場所）

旭川観光レンタサイクル 自転車のレンタル 4/29～11月上旬 旭川観光コンベンション協会 アクティビティセンター旭川駅
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（４）今後のスケジュール
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今年度のスケジュール（案）

「旭川駅周辺かわまちづくり計画」推進WG

5月

6月
第1回WG（6/5）
・当該年度の活動内容共有（ハード整備も含む）
・意見交換

7月

8月

9月
第2回WG（9/3）
・活動状況の中間状況共有
・施設設計等についての意見交換

10月

11月
第3回WG（11/22）
・活動状況の中間状況共有
・施設設計等についての意見交換

12月 第4回WG
・活動状況の中間状況共有
・施設設計等についての意見交換

（開催日時については、設計業務の進捗状況で調整）1月

2月

第5回WG
・当該年度の活動実施内容共有、次年度の活動内容共有、

推進方針の点検
・次年度スケジュール等に関する意見交換

3月

＜第3回＞整備案の提示

忠別川 親水広場、取付道路の図面
牛朱別川 側帯の図面

＜第4回＞設計図面時点版の報告

忠別川 親水広場、取付道路の図面
牛朱別川 側帯の図面

＜第5回＞設計図面最終版の提示

忠別川 親水広場、取付道路の図面
牛朱別川 側帯の図面


